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福井大学附属図書館には幸若舞曲「大織冠」「夜討曽我」の二本があ
る。今回紹介するのは「大織冠」である。いずれも高島忠夫氏の寄贈になるもので、郷土資料室高島文庫に属する。高島氏は元福井大学教授故岡田正世氏 御父君で、郷土史家として著名な方であった。高島氏の手に入った経路は不明だが、県内で入手されたものであろう。二本とも同一体裁で、本文系統も同じものと思われる。くわしい考察は後日を期するが、「大織冠」の本文系統は幸若系に属し、中で 毛利家本・内閣文庫本に最も近い、ということだけを指摘しておく。以下簡単に書誌と翻刻の要領を記す。見返しは、銀砂子と銀紙とを押す鳥のマ
左上に題策があるが、虫喰いのため皿「大織冠」は図書館による命名である。
虫喰いのため判
請求番号西国弓蛋曾麗、表紙は紺色無地、大きさは一六・一×ここ返しは、銀砂子と銀紙とを押す鳥の子紙。袋綴。墨付四九丁。一面一三行。遊紙 首一丁、尾二丁。書入等、本文の誤脱・訂正を墨で右又は左に書いてある（翻刻では〔〕
福井大学附属図書館蔵「大織冠」翻刻
読できない。
・五センチメートルの横本。
元は金紙であろう。
に入れて示した）。本文とは別筆である。「詞」「カタッメ」等の節付も別筆（翻刻では〔〕を省略した）。ヘの記号は朱で記されており、一宇分の空白がある。
内題・蔵書印・識語等はない。翻刻には、私に句読点を付し、丁の変り目を」で示した。漢字はおお
むね常用漢字にしたがった。
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ベヘ夫我朝と申は、あまつこやねのみことのあまの岩戸ををしひらき、てるひの光もろ もに 春日の宮とあらはれて、国家を守り給ふ也・されはにや、かすかをはるの日と書事は、夏 日はこくねつす、秋の日はみしかし、冬の日はさむけし、春の はの けくし、能はんふっをしやうしやうす。四季に殊更すぐれ、めひしっ成により〔宛〕、はる 日と書たて易、春日」（１オ）となつけ申也。かの宮の氏子は藤原うちに おはします。ふちはらの其内に大しょくはんと申は、かまたりのしんの御事也。はしめはもんしやうせうにて御座有けるか いるかのしんをたひらけ、太職冠になされさせ給ふ そも此官と申は、上代にためしなく、籾末代にありかた 、目出度官と成けり。是によって此君をふひとう共申。いつもかまをもち給へは、かまたり 」（１ウ）しんとも 〔成〕。春日の宮にさんろう有て、あまたの願をたてさせ給ふ。そ 中に、こうふくしのこんとうをさいしよにこんりうあるへし て、しやうこん七ほうをちりはめ、しやこ た たてさせ給ふに、くはほ んよりもあまくたり、国 なひきしたかふ事、ふる雨の国土 うる た蛍草葉のかせになひくことし。君たちあ たをはし す。ちや 女をは光」（２オ）明光宮と 付奉て、せうむ天王のきさきに らせ給 。二女にあたり給ふをこうはく女とな付て、三国一のひちんたり。ヘし るに、かの姫君のゆうにやさしき御かたち た へ とるに め なし つらのまゆはあおふして、遠山に ほふかすみに似、も参 こひあるまなさきは、せきやうのきりのまにゆみは 月の入ふせひ、ひすひのかんはくるふしてなかけれ」（２ウ） 、柳の糸を春風 けつる せひ と
ならす。くすかたは舟二さうにし、なさけは天下にならひなし。か弾るゆシしき御かたちの、いこぐまてもきこえ有、七御門のそうわうたいそうくわうていは伝へ聞しめされて、見ぬ恋にあくかれ、雲の上もかきくもり、月のともシをのつからひかりをうしなひ給ひけり。しんかけひしやう一とうにそうし〔もん〕申されけるや は、きよ たいの御ふせひをはよの」（３オ）つれならすおかみ申て候。何をかつシませ まふへき、ちしんのうちへせんしあ 、とそうし たりけれ ベ御門ゑひふんましノ、て、あらはっかしや、っ鼻むにたえぬ なのかの、もれても人のさとりけるか。今は何をか むへき。是より東海すせんり、日本ならの都にすむ太職冠かお ひめを、かせ たよりにきく らみぬおもかけ たちそいて わすれも」（３ウ）やらてい シせむ。
ちしんたちうけたまはり、是はめてたき御所望哉。しょせんはちよく
しをたて、りむけんにてむかひ らせ給ひ、ゑひら あれとのせむきにて、うむかと申つわものをちよくしにたてさせたまふ。うむかすてに太宗のきむさっをたまはり、数千〔万〕里のかいろをすき、日本なら 都につき、たい よくわんのみ と 、てうさっをさ弾く〔る〕。太職冠は御覧して、我は是 いき」（４オ）と 小国のわうの ん とし いかにとしていこぐの大わう さうなく こに取へき、と一度はち くしをちたひある。ちよくし ちもとって、此むねをそうもむす。たいそういと鼻あくかれて、二度のちよく させ給ふ。せう はうてい聞しめし、なさけは上下に るへからす、小こぐ しん の子成共、其はシかりはあるへ らす。〔丸〕へんてうをいたすとて、かたしけなくも
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くわうていのゐんはん」（４ウ）をなされけれは、ちよくしめむほくほとこして、いそきたちもとって返状をさシく は、太宗おほきにゑいりょあり、吉日ゑらひさうノ、にむかひ舟 そこ り。今度のむかひのちよくしには、たちはな 朝臣 右大臣ほうけんなり。そも本朝と申は小国なりとは申せ共、智恵第一の国也。みれんの出立かなふましゐ、けつかうあれ、 のせむきにて、むねと たい」（５オ）せん三百そう きさきの御舟をはれうとうけきしうと名付て、しゆったん 以かた取 へにはあふむのかしらをまなひ、ともにくしやく 尾をたれたり。船のうへに しきを敷、ちんたんをましへ くわうよ らんけ みかき立、玉のはたは風になひき こかねのか らは日に光、くせひの舟とも云っへし。はっひてんくはん玉をたれ、身 かさったる女 わん侍女三百人すくって、これは」（５ウ）船中の御かひ やくの めにとて、かさり船にそのせられたりける。しちいきよりももろこ まて数千万里 海上 御なくさめのために、おんかの舞 るへしとて、ちこ百人す って身をかさってそのせられたる。すて 弥生のすゑっかた 共っな を 出す。あまの川瀬にあられとも、っまこし船のほをあけた 。か 波風しっかにて、舟は本朝津の国やなむはの浦に着 かは 」（６オ）ちよしは奈良の京に着。太職冠は請取て、 とつ 異国 国也とい 、〔又〕一つは本朝のいくわうのためそとおほしめされ、れ〔さ〕んかいの珍菓を山と み、五千人の上下を其年 八月半より 明 卯月は めまてもてなし給ふ。太職冠果報の程そめてたき。ベ卯月 やうノ、すへになりゆきけれは、吉日をゑらひて玉の御こしにめされ、 迄御出あ
り。それよりれうとう」（６ウ）けきしうにめされ、船は程なくたいたうの明州のみなとにっかせ給ふ。たひりにきこし て、すはゃこくものきやうけひよ、いさノー、御むかひにまいらむとて、ひたり右の大臣女くはむところ百くはんけいしや ぐはん人しちやうに至るまても のこるところはましまさす。抑大国の国の数を申に一千四百四十国、郡の数を申に九万八千余郡、寺の数は一万二千六ヶ寺、市の数を申 一万」（７オ）二千八百、長安 市と申 在家の数は百万間 人 数を申に五十九をく拾万八 人たついち也。道 数はちやうあんちやうよりも十のみちわかてり。けんろけんなむたうとはたつ をさしてゆく道、二十六にふみわけり。おくな たう 申 ひつ さるへゆくみち、舟五にふみわけり。さい いたうと申は西をさして行道、五十九にふ わけり。かうほくたうは北をさして行道、すゑはたシニッ。ベ うやうた は船」（７ウ）路にて、すゑは日本にっシけり。か参るみちノ‐、よりもみつきものをそなへ、きさきをおかみ奉る あぁめて や、只一目拝み申も まても、ひんくをのかれ ちまちふっきの家と成。されはにや、くはうていもなれちかつかせたまへは諸病を や 、たちまちに、べやうし の大いにあへるこ易ちして、御持の間世すなをに、民のかまともゆたか かくて過行たま けるに、きさき 宮思」（８オ）食 我小国のも ありなから大こぐのきさきにそなはり る其こうめひを 日本にのこし こそとおほしめし、御ちち太しょくはん、こ ふくしのこんたうおなしき釈迦のれいさう御 んりうあるへきに 彼御たうのせにうにふつくほうぐをくって、末代のかたみ共な はや、と思食 くそろへ給ふ からに
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は、まつくわけんけいしゆひんせき。くわけんけいと申は、うちならし」（８ウ）てのその蛍ちにこゑさらになりやます、と鼻めんと思ふ時には九てうのけさをおほふ也。しゆひん石は硯。彼硯のとくゅう 水なくして墨をすって心のまシにっかふ也・梵ほむの法花経をたらょうにて、あなんそんしや あそはしたり。しちしやうるりの水かめ、しや せんたんのけひたい、へいるり 花たて、せんたんのけうそく、にくたんしゆのしゆつ、一れ くわうこのとらの」（９オ）かわ、こんしきのし易皮、くわその皮三まひ か易 たからの其中に、 ゃくせんたんのみそきにて五寸のしやかを作りたて、にくしきの御 やりを御し に作りこめなから、はう八寸 すいしやうのたう 中におさめて、むけほうしゅとなつけて是を一 てうほうにし、をくた〔上〕り みをへっしに書、いしのはこにおさめて送らせ給ひけるとかや。此玉は則こうふく の本ぞん釈迦」（９ウ）仏のみけむにゑりはめ給ふへき也、と書こそおくり給ひけれ・ヘさてしも 弾る ほうを た かわしゆこしお るへききりやうの人をゑら と 、兵をめさる弾に、かうほく道 すへうんしうと云国にま こ やうぐんうむそ と 、た かうの兵あり。おとらぬ程の兵を三百人相添て、ヘ都を立 大唐 明州の湊よ 竺葉 船にさほをさし、お て かせにほ」（皿オ） あけて、数千万里をおくりけり。くさる間、波のそこにすみ給ふ八大りう王 そう王 玉の日ほんに渡る事をしんつうにてしるしめし、もる／、のりうわ たちをあつめての給ひけるは、ヘ我等はす ひていのり わうたりといへとも、五すひ三ねっは隙もなく、おつか にもあひかたきしやくせん み
そきにて、五すんのしやかのれひふつの、此波の」（皿ウ）上を御通りある。いさノ、むはい取て我等しやうかくなるへし。尤しかるへしとて、八大龍王の波かせあらくたちけれは、船ひやうたうしちん〔〃〕さんし、なみろ〔〃ち〕もしっかならさりき・され共きとくふ きの仏のめしたる御船なれは、くしやうかひの天人は雲をしのき、ふっほ しゅこ やしやらせつは波風をしつめさせたまひ、舟に子細はな して、みつはのそやをいることく、こ」（ｕオ）とさ おひてとそなりにけり。龍王いとシいかりをなし、なみかせにてとシめすはおさへてむはひとるへしさあらん程に異国のものもさためてこわくふせくへし。 うわうの むそくにしゆらはたけき兵なれ たのふてみん との給 、あ ゅらたちを め れける。 のしゆら共の大しやうまけいしゅら、もるノ、のけむそくをひきぐしてこそいて」（ｕウ）られける。 よりこのむとうしやうなれは、百千にやつ んのけんそ 共を異形いるひに出た鴬せ、ほこたうちやう とりもたせ、か きは数万騎候 、いぐ は家のもなれは玉におゐてはむはひ取てまいらすへ と申て 日本 唐土とのへ塩さかひちくらかおきにちむをとり、まん かふれ まちにけり。れおはしらすまんこはしゆむ風 ほをあけ、心にまかせふかせゆ に、日比あるへ」（岨オ）しともおほえぬ所にしま一ッうかへり。みれは たあしひるかへし、くるかねのたてのあひよりもつるきやほこのい ひり、たうちやうのかけ共かうむかのことぐみへけれは、あれは何と云たるしたひそや、いかなる事のあるへき 、こシろ となくおもひけれとも、さあらぬてひにて吹せゆく。彼しゆら共 大しやうま いしゅら一
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ちんにすすみ出、天をひシかす大音にて、唯今愛元にせきをす〔〃〕」（胆ウ）すへたる兵をいかなる物とおもふそ。かいりうわうのけむそくにしゆらといへるもの也。しいしゆをい んとおほすらん、御舟に御座有しやくせんたんのみそきにて五寸のしやかのれいふっ、よのたからはほしからす。そのす せうの玉と す事有ましきそ。すみやかにわたされ候へ。さ は一人もとをすましゐと申。まんこ此よしきぐよりも 船のへいたにつったちあかり、あらことノ‐、し い」（過オ）き ひや さてはおとにうけたまはるあしゆらた にてましますよ 。わか大こぐのならひにて、百人か大し うを百こといひ、千人か大将をせんこと ひ、万人か大しやうをまんこと名つけ、しやうぐん 是をいふ。かひノ、敷はなけれ共、一まん人の大将なれはまん 将軍 んそうとはそれ しか事にて候。尤りうくうよりの御所望に たかって、すひ やうの玉まいらせたく 」（週ウ）候へとも、七御門のな よりもきりやうの人とゑらまれ、日本のちよくしをたまはるときの日よりも、いのちをは我君のおんのためにたてまつる。されはめひのかろ 事 此議に る事なれ 、いのち あらんするかきりは玉におゐ とらるま いそ。 玉かほしくは、ヘ万子をうってとれやとて からノ、 そわ ひける。しゆら共比由をきくよりも さらは手なみを見せん て、」（皿オ）てつちやうらんはのつる をひつさけ、うむかのことくせめかか 。万子これを見て、かなふへきやうあらさ は、舟底につっと入て そくをそきたりける。万子か其日のしやうそく しん うゆけのうて ね さはんにやかんのすねあてし、め ほ れむ の なぬき き、にむに ち
ひのよるひをくさすりなかにきくたして、あのくたら三みやく三ほたひの五まひかふと ゐくひにき、しの」（Ｍウ）ひのおシそしめにける。かうまりけむ 大かたな真十文字にさいたりけり。大たうれんと云っるきをあしをなかにむすむてさけ、けんみやうれんと云ほこもって、舟のへひたにつったちあかり、三百余人の兵共思ひノー、にいて立て、はし船おろしをしうかへ、すて かけ としたりけり。たうのいぐさのならひにて、みたむにか塗る事はなし。てう をとってかくをうって、拍子にあはせかけ」（通オ）引、せひそろへのたいこはらむしょノ よってうし、かけよと打 いこはさそうノ‐、とうっ也。ひけょとうったひこはおんてうこつとうつなり。〔○ ゆらとうじんの こかいはむかしも今もためしな 。其うへしゆらかた弾かひに、くはゑんのあめをふらし、悪風をふきとはせ、はんしやく ふらす事は雪の なの散かことし。つるきをとはせほこをなけ、 くの矢 はな 事 ま こをまくか し。身をか」（咽ウ）くさむとおもふときけ の中へわけて入、あらわれむとおもふ時しゆみにもたけお〔〃を〕 らふへし。 しんっうめひょをまのまへにけんし、こぁをせん とたぁかへは、すてにはやたう人心はたけくいさめと、此いきほひに されての れか くそ見へにける。関さるあひた万子は味方をけちし申けるは も なわぬ事ならは しゆらか大将四五人底のみくつ なして そ 異国の聞え よかる」（蝿オ）へけれ。我とおもわん人々 さいこのと をしてたへ 、こむかうかひのまんたらたひそうかいのまむたら、りやうかひしよそむ一千二百余尊のまむたらをほろにかけて吹そらし、舟底よりも馬とも引出す。万子
243
ひさうの名馬にしんっうあしけとなつけて、七き八ふむあけ六さひ、尾かみあくまてあつうして、おつさまむかふよこはたはり、尾くちそうとうっまねのくさり、し勢あひほれ」（蝿ウ）なみよめのふしは作り付たるこ くなり。らんてんのくら 〔〃〕をおき、しよつかうのにしきのうわ敷に、こむ、Ｉ、ぬったるるりのあふみ、りき ゅの力皮を しやうノ、のちにてそめたりけり。おな きおもかひ けさせ、こかねのつわかむしとかませ、にしきの手綱よって け、万子ゆらりと ち乗て、なみにしつまぬうきくつを四つの足にかけたれは、な のうへをはしる事はへいろを伝ふ」（Ⅳオ）こと 也。三百余人 兵共 何れも馬に ったれと、 な＃、 きくつかけ れは くもゐにかりのとふやうに一むらかりにさっとちらし、しゆらかちんへ切 入。 ゆらともこれをみて、一疋二疋のみならす三百疋 馬共か、いつれもなみをは る事はふしきなり、ときもをけし、かほとにいさむしゆらとももにけまなこ そ成たりける。大将のあしゆらすシみ出て云けるは、あふ髪」（Ⅳウ）さうそかねてよ 申せし事 ちかは 。なふめ〔上〕たれかほのす やおもてかほくせめにすみたて、いらむあらそひあら ふ儀 似ましき事にて候そや〔上〕。手をくた てはいか と て みやうふか か見えはこそ。一合戦せん、とて出立 り 有さまは あくこうしむ のよるひをき、むみやうけむこのかふとのおほ〔〃を〕しめ と やうむさんのほこつゐて、しむいくち はたさふせ、百せん」（肥オ）にやつんのけむそく共をあいしたかへ、しきりにときをつくれは、へきてんやふれはしやうにおち かひ いをう かしな あけ こくうさなから
道や〔〃〃とうや〕うして、月のひかりもうつもれて、ひとへにちやう“
２
夜と成たりけり。此程音にうけたまはるまんこしやうぐむうむそうに見参をせん、と云ままに、万子を中へとりこむる。まんこか兵事のこと鴬もせさりける 髪をせん 」（肥ウ）と切たりけり ら あしゅら三百人、からこむらあしゆら五百人、手 くたひてそきったりける。万子はめひよのむまのり、うみのうへにてのる手綱、さうかひふとりやうはひ、のりうかへたる馬 あし、ゆむての者をつくときは、あふきやうの つなきっとひく。めて 者をつく き、ひきやうのむちを うとう 。にくるものをおふ時は、 んきやう を のあふみ むち きよくしんた
（ママ）
ひにのりたりけり。西 」（過オ）らひかしへ切て をり時には三百余人かあとにつき、愛〔上〕をせんと易きりたりけり〔上〕。入 〔〃へ〕ノー、た舅かえは、しゆら いぐさはこたれか易ってかなふへし共見えりけり。そう大しやう まけいしゆら、八め はつ を振た シ、八したのほこをうちふり、討死こ鼻也と おめきさ んてはしりけり。まんこ是を見て、叶へきやうあらされは、うしほをむすひ手水と 、しょてんにふかくきせひする。しか 」（過ウ） くはくは せおん、ひ願 かへ給ふな。ふひくんしん う、ねひくはんおんりきしゅおんしったいさん。ちかひいまなら は、しゆら おそるシ ま た シさ かけよ、やあさしかけよ、と下知すれは けまんらむ うたまの たまつさきにさシせ、われおとらしとせめ 夢る。万子かつわもの つに乗てはやおつふせおつふせきり りけり んりきも て つうりきひきやうも」（別オ）かなはすし、底のみくつと成にけり。いきのこるしゅ
らともは、すみかノ‐、にかくれたり。まんこかちとき作りかけ、もとの船にとりのり しゆらたうしんのた夢かひにかちぬやＩ、、といさみをなし、たう かうらひはしり過 日本ちかふそ成にける。胸さるあひたりうわう達 是をはさていかぁはせん、とそせむきせられける。其中になむたりうわうののたまひけるは、人間の心をたはからんにはみ」（別ウ）めよき女にしくはなし。 う女を以た かって玉をとるへき也。されはにや、りうく のおとひめにこいさ 女となつけ ならひなかりし美人たりしを みめいくっしくかさりて、 つほ舟に作りこめ、なみの上にをしあくる。これをはしらす万子は、しゆん風にほをあ 心にま せふかせゆく。うみまんノー、としては又はしや ちシむ り。へきてんをおきぬく風かう／、としては又いつ」（皿オ）れのほくそうに こゑやと
（ママ）
さむ・かしらなし、おほかいら、 との ま、ヘもろみの嶋、もめい鴫、ヘさつまの国に鬼海嶋 へいきのもとおり っしま ない こ ゆへなくはしりすき、九国の地をは弓手に て、さぬきの国にきこえたるふさ崎のおきをとをりけり。ヘか参りける所に なかれ木一本う たり。すひしゆかん取あやしめをな 、髪 きたい成木こそ候へ。此間大風に」（幻ウ）ち かうは 吹れてなかる騨哉 、 人々あやし たりけれは、万子きひて、なむのあやしめ事そ、たぁとりあけよ、と下知をする。御詫 したか 、はしふれ ろ とり見るに、ちんか にてはなし。あやしやわってみよ、とて 是をわってみるに なに とのへかたきひちん壷人おはします。すい ゆかんとりこれをみて をのまさかりをなけ てシ、あつとはかり申。ま こ是 見 、」（犯オ）い
かさまにも御身はてんまはしゆんのけらんにて、しやうけをなさんそのためな、あやしやいかに、といひけれは、何とものおはいはすしてたシなみ くみたる斗也。まむこかさねて申けるは、ひやなにとたくませ給ふ共、せひにつけておほつかなし たぁ海底にしっめみくつになせ、といかりを は、あらけなき兵 御手にすかり海 いれん する。ヘ龍女は とシあくかれて、あらうらめしの」（犯ウ）人のことはや。野 ふし山を家とするこらうやかむのたくひさへ、なさけ あると（こそ〕きけ。みつから 申は、けいたんこぐ 大王のいっきの姫にてさふらふなるか、有后のさむによ うつほねに作りこめ、さうは万里へなかさるン。たま／、きとくふしきのしんりんに ひたれは、さり共とこそおもひしに、何の罪のむくいにうき いていにしっ へき、うらめしさよとかきくとき、」（羽オ）みたれ み つた ヘなみたの露 ほる蛍は、つらぬ 玉のことく也。しもをほひた みなへし 下葉し るシふせひし、せひしかやさうにすてられて、ひし ものにはそて ぬれ、ほす日のな とわ けるも、今こそおもひし たれ。かつらを きしまゆすみ、はちすをふくむ口ひる もシのこひますあひ やう、 と涙にうちぬれ ものおもふ人のふせひかや。う」（認ウ）ちむつ る御あり様、よその るめもいたはし 。ぺさしもにか こきまんことは申せとも、やかてたるまかされ、けに／＼さそおはすらん それノ、 うせむ申せ、とてやかて舟にのする。龍人のわ なれ む ふさまに せ吹、ふさらきのおきに十日斗とうりう 。さな たにりよは はことにものうきに、まんこ まり たへかねて、かせのたよりにかよひきて、
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いねか」（型オ）りそめのうたシねは、何と成このおとたかく、世にもす湯めのすみうきに、おとるかさむかい はしさに、へあふき かせをいさめっシ、月て さんにかくれぬれは扇おあけてこれをたとへ、かせたひきよにやみぬれは木をうこ して是をおしゆ。ベあひみる人を うるには文か はねともこ るならひ、きみかこ参ろをとり く 。なふいかにノ、、とおとろかす。龍」（別ウ）女はもとよりねもいらす。さりなからうた塗ね入たる風情にて、たそや 夢みるおり らにうっ蛍ともなきことの葉は。夢のうきよのあたなれは人のことはも頼まれす。よのまにかわるあすか川 みつほのあはの りそめに、風にきえぬることのはの、すゑもとをらぬも ゆへ、 たな ちては何かせむ。ふしへ中ノ 人にははしめより われ はうらみあら そ。詞べそのうへ我は」（弱オ）生れてより此 たかひもんをあやまたす、むしよりいまに至るまておほくの生をうけ 事、あるひは六よく四生 生れ、五す 八くのくを請、あるひは三つしやく おち、し ひもつのひにあえり。 シるさいこをふり、いま人間と生る易事 かいりきに って 第一にせつしやういをたもつてこシろ〔〃〃〃心〕のさ と成 ちうたうかいを もってかんのさうと成 しやいんかいをたもつ」（妬ウ）てひのさうと成 まうこかひをたもってはい さうとなる、 んしゆかひをたも しんのさうと れなる。是に五音 っせいあり。いはゆる、きうしや かくちう、そうわうひやうはんいちこつ、これ又みめうの御の とし、こち んせい是なり。これに五つのたましゐ有、こむし くい んなりき。此五つのかたちをくそくし給ふ ほとけと申。ヘ五つのかた けぬれ 、
くちあんへいのちくるゐ」（妬オ）たり。いかにも仏をねかはん人は五か妬
２
いをよくたもつへし。ひとつもかいをやふりなは、むそくたそくのものと成てなかく仏になるまし 。おほせはをもくさふらへ共、第三のかいもむを かにとしてやふらん、となみたくみたるは りにて、お ひ入てそおはしける。ま こもたいとうそたち、仏法るふの国なれは、あらノ、かたり申。あらしゆせうや、さては後生の御ためにきむかいをたもたせ給」（妬ウ）ふ そのかいもんのなかに六はらみつのきやうあり。その中にとって 、にんに はらみ とは人 心をやふらす。いかに五かいをたもっても、人の心をやふりなは仏に 成難 。され にや、仏には三明六つうおはします。是はひとへに、くはこにしてしょはらみつをきやうせしそのとく 今にあらはれて仏 成給へり へたとひ一度は瀧の水、ふしべにこりてすまぬ物成と、終にはすみてきよからん 」（”ォ）恋には人のしないか、さてもむなしくこひし 、一念五百せうけむれんむりやうこう 生々世々 間につきせぬうらみの ふして ともにしやしんとなるならは、仏 はなら しやたうにな おっへし。カタッメヘかいの品あまたあり。五かいをよくたもっ は人間と生れて五躰をうくる也。十 いをたもっては天人と生れ 五 い くる也。二百五十かいは又しやうもんと生て仏に 成」（”ウ）難 。五百かいをってはゑむかくとこれなり、是も仏にゑならす。ほさ さんしゅ一 んかい、此かひをたもってはやかてほさ とな っ参、仏とさらになり難し。大せうゑんとんかい、この い たもってはやか ほとけ る也。大せうのかいきやうは二念をつかぬか なり。 んたひはむさうに わ
か身もとよりしくう也。生死にもつなかれす、ねはんに更にちうせす。しやしやうすなはち」（邪オ）情けれはす蛍くへきあかもなし、いとふへきほんなうなし。ねかひてきたる仏なし。みる一けんを法とし、きく事をみのりとす。髪をしらぬをまよひとす。いんよ〔〃や〕うニッ和合のみち、いもせ夫婦のなからへ、これ仏法のみなもと、お にをもふへからす。御なひきあれやとそおもふ。いかにｊ、、と申ける。詞べりうによ聞しめされて、それは法心のみのりとし、 におひてもひさうのところなれ共、ねかふこ」（羽ウ）と く て 仏に成難し。上代はきも上こんにして知恵も大 ゑ るへ 。末世の今は下こん て知恵ある人すぐなし。ヘ昔上代の 知恵の人たにもいへ 出 妻子をす 法のためになんきやうす。しちた大子はかうゐなる万乗の ゐをふりすて、わりなくちきりふか弾り やしゆたら女をよそ 見、十九に 出家 とけ、たんと せ のほ れゐあらら仙人を師と」（羽オ）頼、わ の小山のれいほうに薪をこり身をこか 、せんこぐにむすふあかの水 こほりのひまをくむ ひに、なんたは袖のっら となる よるは又よ すから仙人 床 上にし、座せんのとこのふとんとなり、かシるしんく こをつみ、まさしく釈迦にな たまひ、三かい とく尊 しやうのゑことましノ、て 一大 やうけうをときひろめ給 也。こシをもってあむするに、やあほんの」（羽ウ）ふそくほ し 生死そくねは とて、さいしをたひしさふらひて仏とやすく成ならは、なとやたいし やくそんはわうのくらいをふりす シ后をゐとひ給ひけむ。其外しようくはのんたち、いつれかさひしをたいしてほとけとなりし人やある。さても仏
の御をと豊なむた太子と申せしは、しうきほんなうっきすして女人をたいし給ひしを、かくては仏になら とて、仏はうへんめくらし」（釦オ）て、浄土地獄の有さまをそくしんにみ たてまつり、終に出家をとけさせて、なむたひくとそなし給ふ。ヘゐ シこのむしやきや をよしとをしへ給ふは まうも にあしき道をしゆる風情成へし。かやうに申せはとて、もとより我は仏にてあるなり。こくういちしやうとう一たひ かしらはやくし、みシはなはあみた、むれはみろ 、腹はしやか、こ は大日如来也。其外十方の諸仏達、諸のほさっと」（鋤ウ）し、わかたいにくそくし、十方のこくうにほうによとしておは す。来もせすさりもせす、いつもたえせすま ますを法心仏 申、形 作りあらは 、浄土を立て住家とし給ふをほうしん仏と申也。八相成道 たまひて法をとき、すなはち衆生をりやく 給ふを応身 三身おとりわき、一しむのしんするをさとりのまへのほとけ也。三身一そくとくはんしつう、いつれを」（鉦オ）もしんするをさとりの前と申 仏とならん其ためなんやうくきやうせんもの、いかてせむ悪みたるへき・身は徒に さるシとかなふまし、とそおほせける。さるあひ まんこは殊外 腹をたて いかにや／、きこしめせ。仏をねかふ人はみな、たう ちゑ ひしん、一つ けては成難 。た といつはきやうた 、知恵といつはさ りのしむ、ちひといつは一さいのしゆせうをふかくあはれみて、人の心に」（証ウ）したかへり。第一しひのかけては仏とさらに成かたし。あふしよせむものを申せはこそこと もおほくつくれ、今はもの は申ましゐ。かくてひれふしおもひしにとなって、此世 ちきりこそあさ も ち
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こくかきちくしせうしゆらにんてんに生れかわり死かわり、六道四生の其中を るり／、とおひめくりて、うさもつらさものちの世におもひしらせ申さん、とて其後ものを申さす。りう女」（犯オ）は本より やうにめされむため、たはかりすまさせたまひ、玉をのへたる御手にてまんこかたもとをひかへさせ給ひ、なふいたふなう み給ひそ。けに心さしましまさはみつからか所望を なえてたへ。草のまくらのうた鴬ねの、露のなさけは夢はかりちきりなむ。万子余りのうれしさ 、かつはとお
（ママ）
きていたき、 ことにて御座候か。ニッと き ちをもまいらせむ、と申。龍女きこしめされて、い」（犯ウ）やそれま もさ らはす。けにやらむ、しやくせんたむのみそきにて五寸の釈迦のれい仏のまし すよしを、此舟内に きシまいらせてさふらへは、其玉を一夜みつからにあっけさせ給へ。ともか もおほせにした ふ し。万子きいて、あらしやうたいなや 自余の所望かとこそおもひ あるに、其すいしやうの玉におゐては中／、おもひもよらぬ事也、とふつっ おもひ けるヘ何程の事のあるへ」（鍋オ）きと思ひなを 、さ も御身 何して御存候ひたるそ。 さしくも御しよもう候ものか 。さら っとお ま申さん、とて、鉄しやうをさ 印判を以てふうし る ヘ石のからうとの中よりすいしやうの玉を取出し、龍女の方へ渡す。けいせいと書 はみやこかたふくとよまれしも今こそおもひし れたれ。かくて うあひれんほのわりなきちきりと見えつるか、三日も過さるにかき」（羽ウ）すやうに失い。玉はと人にみせけれ 、とりてうせぬ 申。ヘ只はうせむとあき はて、こくうに手をこそたんたくすれ。ぺあらくちおしや、
りう宮のみやこよりたはかりけるをしらすして、とかふ申にをよはす、とのこるたからを先として、いそき都へ上り、さまノ、のほうふつことノ、く取出し、たいしよくはんにまいらせあくる。たいしよくはんは御らんして、おくり文の其中に第一のたからもの、すいしやうの玉の見えぬ」（狐オ）はいかに とたつね ひ まふ。つぁむへきにあらす、ありのまシに申上る。かまた 聞し召れて、余りおもへは無念成に せめて我をくそくして其浦の有様をみせよ、とおほせけれは、うけたまはる、と申て、もとりの舟にのせ申、房崎のおきへ し出し、差成と申。只うノ、としたりし波 上を御覧して、むな くもとり給ふ。ベ道すから思しめす さもあれ無念成ものかな 三国一のてうほうを」（弧ウ）我朝の宝にはなさすして、徒に龍宮 た らとなしけん口 しさ ・能々物をあんつるに、龍宮かいは六道におゐてもち しや の内 人間のちゑにははるか おとるへきも 、かあら 時は何 してたはかられけるふしきさよ・ベ我又せんけうほうへんし、いかに あんをめくらしヘ此玉においてはとらふすもの、とおほしめ 宮こ かへり給ひて朝夕あんをめくら 、玉をと へきはかり」（弱オ）事、くふうま ／ けれとも、さすか海中へた易って、たしうゑ た ならされは舟の よひ路あらはこそ。し りとは申せとも、しんそくにおゐておや。た せ太子はかたしけなく、によいの玉をとらん て、ゑひしのかひ ってきょかいをはかりつくしっシ、終 はうしゆ得たま り。大くわんと ては又つゐにむなしき事あらし。われもちかいてれかはく しやう／、せ塾の間 此玉〔に〕をいてはと す」（弱ウ）物とおほ めし、
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都の内を忍ひ出、かたちをやつし給ひ、又ふさ崎へくたらるぁ。ヘかのうらにっかせ給 、浦のていを見給ふに、海士共おほくおりひたり、かつきする事おひた塾しおひたシし。かのあまの中に、年のよはひ廿斗に見え、みめ形しんしやうなるか、ろすいにもつれてあそ 事へいろを伝ふことし。かまたり見こめ給ひ、かの海士のとまや やとをかり、むなしく日かすをおく せ給ふに、あまにもいまたつまもな」（錨オ）し。ヘかまたりたひのひとりね、とこもさ しき事なれは、こぅにて日をや重けん、いねか けれともひ まつ 、は ら風にうちなひく、な はもつらきうらな ら、そよよしあし 云語りて、二人あれはそなくさみぬ。うきねのとこのかち枕、波のよ も成行は、とも皇なきさ さょ千鳥、吹しほりたる浦風に こゑを ふるなみのをと すさきのまつにさきあれは、木すゑを波のこゆるに」（妬ウ）似て 塩やのけふり一むすひ、すゑはかすみに えにほひ、夢路 似たるうたかたの みのこし舟かすかにて からろの音のとをけれは、花になくねのかりかねか、われも都の恋しさに こゑをくらへて くはかり うき身な らもまきのとを、あけぬ暮ぬと過行 みとせ 成は程もな ヘか て男女なからへ、わりなき中の御ちきり わか君出来給ふ。今はたかひ 何事をもうちとけたりしふせ」（訂オ）ひなり。かまたり仰 るやうは、今は何をかつシむへき。我こそその名かくれ き太職冠 我事也。心 ふかき望のありてこの程これにありつるそ。しかるへくはしょもうをかなへてたひてんによや。ぺあま人うけたまはり、なふこはまこ にて御座さふらふ 。あらはっ しや、四かいに御なかくれも か傷る貴人に
したしみ申ける事よ・ひとつはみやうかつきへし、一シははくちよ下賎にて、はた」（師ウ）ゑはなみの荒磯、たちゐは磯のなかれ木、こゑはあらいそにく くるうつせ波の音、ヘかみはやしほにひ みたし、っくものことくなる身にて、都の雲の上人におきふしひとつ床にして、見與えぬるこそはっかしけれ。しかし只身をなけてしなん とこそくときけれ。ベかまたり聞召れて、やさ くも申ものか とてもしなむすいのちを我ためにあ え、りうくうかいへわ いり、」（犯オ）たつぬる玉のありところをみてかへれ、 の御読也。あまひと承り、りうくう いとゃらんはありとはきいていまたみす。行てかへらん事かたし。た ひ かるおほせなり共何 わそむき申へき とか たりにおいとまを申、一葉の舟にさ をさし、奥をさしてこきいて、な まをわけてつっ 入日にもあからす二日にもあ らす、三日四日も や過て、七日にこそ也にけれ。ベかたま おほせ」（羽ウ）けるやうは あらむさんや、今ははや底のうほのゑちきにも成ぬるか。あやしや かにおほつかなし御心をっくさせ給ふ処に、よみかゑりし る風情に の舟にそあかりける。いかにととはせ給へは しは 物 申さす や蚤あっ 申けるは、此地よりも龍宮かいへ行道 事 なな の事ならす。ひとつのかしらをさきとして、くらき所を守て いるの底へわけ るに うしほのろすひつきぬれは、くれなゐの色 水」（調オ）有。な し底へ分入 、こかねのはまにおちつく 五色のれんけをひふし をきくちなうおほぐしてれんけのこしをまとへり。 をし先 見渡 れい川きよくなかれ出る。みつの色は五色にて、さう んたかくそはたてり。川に一つ
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橋有。七ほうをちりはめ、玉のはたほこ立ならへ、風にまかせてへうようす。ヘかのはしをわたるに、あしすさましくきもきへ、ゆめうつ勤共わきまへす なをし先を見渡す」（調ウ）に、ろうもん雲にさしはさみ、玉のまぐさは すみのうち、こかねのかわらは日にひかり、さうてんまてもか易やけり。三重のくわゐらうに四しゆのもんをたてたる一つの大里おはします。龍宮ちやう是成けり。へいるり はし をたて、めのう ゆきけたにはりのかへを入にけり。四しゆのまんしゆ やうら 、たま すたれをかけならへ、ちやうにはあやをかけつ勘、とこににしきのしとねを き、ちん んを」（㈹オ）ましへ、な らんけいをみ きた
（ママ）
て、か塾る目出度きうたくに、しや つたり わうはしめとし わきつりうに至るまて ほうさをかさり座せらる鼻 もろ』、の小龍とりう、こかね よ ひ甲を て四つの門を ほれり さてもたつぬ 玉をは別にてんを作て、たから はたを てならへ、かうをも 花 つみ、二六時中にはんのもり いね かつかう中ノ、に申に及 八人の龍王 々刻々に」（蛆ウ）しゆこす は、此玉 とらむ事今生に はかなふまし。まして未来に取難 。おほしめしきり給へ、わかきみ、とこそ申けれ。かまた 聞しめされ さては玉の有所をは慥に見 るものかな。有とたにもおもひなは取ゑん事はけつちやう也。龍王 も其あひたは りことをめくらし、たはかつてとりたれは、我もたくみ めくらし、 つてとるへき也。ヘそれりうわうは五す 三ね ひ もく、くる」（虹オ）しみおほ 物そかし。此くるしみを ぬかる事はしらへのおとにょもしかし。 ぁ 以あんするに、りうわうを 舞とくわん
けむにてたはかるへし。此うみのおもてに極楽浄土をまなふへし。玉のはたほこた ならへ、さて又かくやをかさらせ、ひたり右のかくやにけむく んをしらへすまし そのみきりに めよきちこをそろへ、おんかくをそうする とならはたシ天人に似たるへし。さあらんほとに大僧正からり」（虹ウ）むをうち 上天下 いのりうちんをくはんちやうする物ならは、す蔓めによっ 神仏ののそ ら りんましますは、龍宮の都より八大 う王さきとして、もるノ、のけんそく共を引く そ出らるへし。そのあひたは龍宮かい はりう一人もあるましきそ。留守の間をうかシってそろりと入てぬ みとって、やあ へかし、とこそおほせられ、ヘあま人承り、あらゆ豊しの君の御 くみやさふ ふ。」（蛇オ）か弾るせんけうなくしてはいかてたやすくとりゑなむ。た勘し留守の間なり共玉 けいこはあるへし。たとひむな く成共 玉においてはしさいなくとりあけ、君に参らす きか もしもむな なるなら 、又たらちねのみとり子のちふさをはなる聖事もなし。きみならて 後世をあはれむ人 あるへきか、とてなく 外 かまたり聞しめされて、心やすくおもへ 」（蛇ウ）も もむな く成ならは けうやうのためにな の都に大からむをこんりう へし。此若においてはいまたよ ち成共、都へくして ほ 、天下の御めにかけ、ふさ湧きの大臣とか し、藤原のとうりやうたるへきよし 御物語有 れは、 ま人うけたまはり、悦事はかきりなし。やかて都 使者 たて、舞い をめしくたし、あた の らの舟をよせ、 ゆたんをもって ろとれ ふたひをこそいりたて」（網オ）けれ。十丈のはたほこ百なかれたてな
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へ、風にまかせてひるかへせは、惣海はやかて浄土と成。ひたり右のかくやにかさりたてたる大たいこ、まむまくをひ せ、しゆれんに玉のすたれをかけ、ぺほう座をさうにかさらせて、ヘうけむちとくの大僧正、ベからりんをうちならし、へ上てん下 いのりうちん おとるか しや
（ママ）
うすれは、大りうわうしゆらいしてせむきまちノ‐、也けり。なむせんふし」（“オ）うふさシきの浦にし 、ほうさをかさりちうしやうあり、いさやらいりんやうかう有て やうもん ん とせむきして そこはくのけむそく共を引くしてこそ出られ、すてにりうし 出給へ 国中のちこ達身をかさりまうけ 髪をせんと夢 ひ給ふ、たシ天人のことく也さるほとに龍神、五 い三ねったちまちまぬかれ給ひけるあひた 何事もうち忘れ、舞にみとれ給ひ ふさ崎に日をそをくら」垣ウ）るぅ。ヘあはやひま そよけれ、とてあまも出たちを まへける。五 きのあやを身にまと 、夜光の玉をひたいにあて、かねよき刀脇はさみ、ぬのっなのはしを腰に付、なみま わけ つっと入。 とひ男子の身成共 一人海へいる事 くのうほれうかめ大し のお れもあるへきに 申さんや女の身と て一人うみへいる事は ためしすぐなき次第也。数千里のかいろを過、龍宮の都」（媚オ） つきにけり。見をき りし事なれはまよふへきにてさふらはす、龍宮のほ てんにあかめをくすいしゃうの玉、おもいのまうにぬすみ取て、こしに付たる くそくのぬの綱 こかせは せんちうの 々、あ ややくそく シなり、とてんてにっなを引にけり。あまもいさみてかつけはうへよりい とひ あくる・今はうと思ふ処に 玉を守る小龍王跡をもとめてをふ事は み の 」（妬
ウ）やをいることく、すてにはや此っな残りすぐなく見えし時、舟中の人々、あはやほのかにみゆるは、あふとりあけよ、とけちするに、あまのあとにっゐてひとつの大しやをふてくる。たけは十てう斗にて、ひれにっるきをはさみたて、まなこは只夕日のみつにうつるふことく也。くれなゐ こ くなるしたのさきをふりた すきまなくおつかくる あまかなはしとおもひけ 間、刀をぬいてふせきけり。せん」（妬オ）中の人々此由を御らんし、手をあかき身をいたき、おっ ふひつころんっ、あはや／、とおほせけり。かまたり御覧し、きよけむ ぬき、ょうちのとききつねのあたえたひたる一つのかまに りそへ、とん いらんとし給ふを、船中 人々ゆんてめてにすかって こはいかにとて 易め り。すてにはや此っな こりすぐなく見えし時、大しやはしりか塗って なさけなくもかの まの二つのあしをけち」（妬ウ）きれは、みつのあはとそきゑにける。ヘむなしきし い 取上、一度 わつとさけふ。かまたり御覧して、玉は りえぬ物故に、二世 きゑんはつ は ぬ。むねの間に疵有、大しやのさけるのみならす、あやしめ御らん有けれは、此疵の中よ もすいしやう 玉出させたまふ。大しや おっ けし き刀をふると見えしは、ふせかんために くし 玉 かくさんそのために、わか身をかいしける」（頓オ）かとよ・ めて 疵 わか身少おひ らはかほとにも はおもふましきを、女ははか きありさま な、 つとのめひをちかゑしとていのちをすつるは なさよ・とも ひにきゆるよるのむしはつまゆへ其身をこか なり。笛に寄秋 鹿 はか きち りにいのちをうしなふ。それ 皆ノ、しうあひれんほのわ きちき と
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はいひなから、かぁるあはれはまれ成へし。我には二世の」（灯ウ）きゑんなれは又こん世にもあひみなむ。なむちは今こそかきりなれ。わかれのすかたをよくみよ、とて、いとけなきわか君をしかひにをしそへたりけれは、し参たるおやとしらぬ子の、此程母にはなれっ蚤、たまにあふたるう しさに、むなしきちふさをふくみつ弾はシのむねをた弾くをみて、上下はんみんをしなへて皆なみたをそなかしける ヘあま むなしく成たれとかしこきせんけう方」（岨オ）便によって、龍宮かいへむ われしむけほうしゆを とゆへなくむはい返 まふ事 有難しとも か，ｒ、に申にをよはさりけり。此玉をすな ちおくりふみにま せ、こうふくしの本尊釈迦仏のみけむにゑりはめ給ひける かや。しやうしんれいさう、しやくせむ んのみそきにて五寸の釈迦を作 、 くしきの御しやりを御 んに作りこめなから、方八寸のすひしやうのたうの」（蛆ウ）なかに納て、むけほうしゆと つけて、三国一のてうほ 、り わうのおしみ給しことわりとこそき えけれ。」（鯛オ）
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